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主催：一般財団法人 今日庵 茶道資料館

「茶道文化検定」が「茶道文化検定Web版」に
生まれ変わります

このような問題が出題されます！

令和3年度からインターネットで、パソコンやスマートフォンから受検していただける
「茶道文化検定Ｗeb版」を実施いたします。
詳細については、茶道文化検定公式サイト（http://www.chado-kentei.com/）で告知します。
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［出題：第7回茶道文化検定問題集3級／参考：茶の湯がわかる本 p.53］

問一

① 『利休百会記』 　② 『茶道便蒙鈔』 　③ 『源流茶話』　 ④ 『茶器名物集』

宗旦門下で三河（愛知）吉田城主 小笠原家のお茶頭が書いた
茶の湯伝書の名前は何ですか。

こ ご し ょ きんちゅう
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［出題：第7回茶道文化検定問題集2級／参考：茶の湯をまなぶ本 p.33］

問二

① 後水尾天皇  　② 後西天皇  　③ 正親町天皇  　④ 孝明天皇

天正13年（1585）豊臣秀吉は御所に参内し小御所において禁中茶会を行っていますが、
この時の天皇は誰ですか。

受検期間

受検料（税込）

受検資格

申し込み方法・期間

令和3年 

11月5日（金）～11月14日（日）
4級1,000円、3級2,000円、2級3,000円、1級5,000円

申し込み方法・期間についてはホームページで順次発信します。

年齢・茶道経験・流儀等の制限なし
※2級受検者は3級合格者に限る
※1級受検者は2級合格者に限る
（旧茶道文化検定合格者は合格認定番号がそのまま使えます）

期間中は24時間受検可能

解答：問一②、問二③
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Information Information

　昨年は裏千家八代家元・又玄斎一燈（表千家六代家元・覚々斎の三男 １７１９～７１）の250回忌の
年でした。茶道資料館では、これを記念して、現今の家元制度の礎が築かれた１８世紀半ばに焦点を当
て、兄の如心斎と共に千家茶道を支えた一燈の功績を紹介します。また高弟達の活躍、当時新たに制
定された茶法・七事式などを機軸に、関連する茶道具を展示します。
※昨年開催予定の展覧会を改めて開催します。

※混雑緩和のため、招待券や割引券をお持ちの方も入館・呈茶は予約を優先します。
※定員に達していない時間帯のみ予約なしでの当日入館が可能です。

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、会期を変更する可能性があります。

淡交会会員800円（要会員証提示）、一般1,000円、大学生600円、中高生350円
小学生以下ならびにメンバーシップ校の方は無料。

入 館 料

平日限定 一般５００円、小学生以下３００円　※学生証の提示で３００円呈    茶
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とその時代 
会　期　開催中 ～7月5日（月）

2階小展示　夏の小さな展示室
会　期　7月１3日（火）～ 9月2日（木）

秋季展　製茶図と口切の茶事（仮称）
会　期　９月１５日（水）～１２月５日（日）

消息 十一月廿三日付 冬木小平治宛 一燈筆（部分）

　今後のお知らせ

入館と呈茶はホームページ・電話での予約・確認をお願いします

開館時間 9時30分 ～ 16時30分（入館は16時まで）

休 館 日 月曜日（ただし、７月５日は開館）、第２・４火曜日

茶 道 資 料 館 だ よ り

〒602-0073 京都市上京区堀川通寺之内上る寺之内竪町682番地 裏千家センター内
TEL：（075）431-6474〔資料館〕 （075）431-3434〔文庫〕　FAX：（075）431-3060
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